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1.研究背景 

受給表現(または授受表現・やりもらい表現)

とは、物や行為による恩恵の受給を表す表現で

ある。 

受給表現は、日本語学習者にとって難しいと

されている。この難しい表現を、日本語教育現

場では主に寸劇で教育している。寸劇で教育す

るよりも映像教材を使った方が、日本語教師と

学生の認識の違いが生じないことや、授業時間

が削減できるという事から、学習効果が上がる

と私たちは考えた。 

そこで、留学生にとって理解しやすい、映像を

活用した受給表現の補助教材を開発することに

した。 

 

2.研究目的 

学習者にとって理解しやすい補助教材を作成

するために、特に重要だと思われる、シナリ

オ・映像・字幕を研究した。シナリオでは、留

学生がわからない単語や文法などをできる限り

除外し、初級日本語学習者でもわかるようなシ

ナリオの作り方を研究した。 

映像では、留学生にとって理解しやすい物の

受け渡しの撮影技法を研究した。 

字幕では、日本語教材においてこれまではあ

まり使われていなかった、クローズド・キャプ

ションを積極的に活用した。このように、クロ

ーズド・キャプションを活用することによって、

学習者にとって効果的な補助教材を作成するこ

とができた。 

 

3.例文・シナリオ作成の概要 

 本補助教材を汎用性の高いものとするため、

日本語初級教育において、使用頻度の高い『み

んなの日本語』・『初級日本語』・『ひらけ日

本語初級』の三冊と、拓殖大学の『日本語・初

級』の計 4 冊のテキストを分析対象とした。こ

れらのテキストから例文、単語を取り出し、さ

らに受給表現が使われるシチュエーション・人

間関係に関して分析を行った。こうした分析を

通じて、汎用性の高い補助教材を作成するため

の基礎資料とした。 

 分析の結果から受給表現の文法的特徴、文化

的要素などがわかった。これらの分析結果を基

に、初級留学生にも理解し易いシナリオを作成

することができた。 

 

4.映像教材制作における撮影技法 

 本補助教材を作成するにあたり、何をどのよ

うに見せると効率よく受給表現を学習者に理解

させることができるかを考え、一定の法則に基

づき効果的な映像制作を行った。 

従来の映像教材の物の受け渡しの場面では、

留学生が混乱しないようにカット数を増やさず、

シンプルな引きの映像となっていることが多か

った。しかしこれでは物の所有権が移動した事

が分かりづらいと考えた。 

そのため本研究では、カット数を増やさずに

物の所有権が移動した事がはっきりと分かるカ

メラワークを提案し、それを基に映像教材を作

成した。 

 具体的なカメラワークとしては、今まで映像

教材では使われていない、新しい撮影手法であ

るドリーを使用し、聞き手が物を差し出した段

階で、物を中心にカメラが回るようにドリー移

動し、話し手のカットとなるようにした。これ

により学習者が映像教材を見ながら、自然と物

の移動を理解する事ができるようになった。ま

た、この全ての動きを、カットを変えることな

く行う事により、学習者が混乱しないように配

慮した。 

 
 

図 1 カット構成の流れ 

 

5.クローズド・キャプションを用いた映像教材 

クローズド・キャプションとは ON・OFF でき

る字幕のことをさす。 

見やすい字幕の大きさとは、部屋の大きさ、

角度、位置などの視聴環境によって変わってく

Copyright     2011 Information Processing Society of Japan.
All Rights Reserved.4-423

1ZC-4

情報処理学会第73回全国大会



る。このような視聴環境の問題は、クローズ

ド・キャプションを使用して字幕の大きさを変

えることによって解決できる。 

操作する側が、字幕の大きさを選べるように

なったことで、大きさが異なる教室で映像を見

たときに、見やすい字幕の大きさを選ぶことが

できるようになった。 

 
図 2 28point   図 3 36point  図 4 44point 

 

6.クローズド・キャプションの応用性 

クローズド・キャプションを利用した字幕の

多機能性を、映像教材に利用できないか考えて

みた。その結果、字幕の大きさを変えるほかに

も、部分的に字幕を表示したり、穴埋め問題を

作成したりするといった機能を活用できること

がわかった。部分字幕や穴埋め字幕といった機

能を映像教材に加えることによって、学習者に

とってより良い映像教材にすることができるよ

うになった。 

 

7.評価測定 

今回の映像教材において、拓殖大学日本語別

科でアンケート調査を行い、さらに拓殖大学教

授にインタビュー調査を行った。 

シナリオでは、映像教材を見てあげる、もら

う、くれるの文法が理解できたかというアンケ

ート調査を行った。その結果、大多数からよく

わかったという評価を得ることができ、初級日

本語学習者にとって分かりやすいシナリオが制

作できたといえる。 

映像では、今回提案した撮影技法で受給表現

における物の移動の流れが、従来の引きの映像

より明確になっているかインタビュー調査を行

った。その結果、受給表現では視点によって使

う動詞が変わるため、明確になって分かりやす

いということが分かった。 

字幕では、クローズド・キャプションを利用

した字幕の表示が、日本語教師にとって役に立

つかどうかインタビュー調査を行った。その結

果、字幕の大きさを変更する機能は役に立つこ

とが分かった。またクローズド・キャプション

を利用して作った、部分的に表示する字幕や穴

埋め形式として表示する字幕も役に立つことが

分かった。 

 

 

8.まとめ 

今回、留学生を対象とした初級用補助教材を

開発したわけだが、例文において効率的な例文、

及びシナリオの作成方法を確立した。映像教材

における撮影技法においては、物の所有権の移

動を新たなカメラワークによって、学習者に容

易に理解させることができるようになった。 

字幕ではクローズド・キャプションを用いる

ことにより、字幕の大きさを変えることができ、

更にはクローズド・キャプションを用いた機能

を本教材に付け加えることができた。これによ

り、学習者にとって効果的な学習ができる。 

 

9.今後の展望 

今回、受給表現の教材として例文、撮影技法、

字幕の研究を行った。拓殖大学日本語別科で行

った評価測定においては、視聴した 80％以上の

留学生が従来の補助教材よりも楽しめたと回答

をし、本教材を活用したいとの意見をよせてく

れた。 

このことにより、今回の研究で受給表現の教

材において、従来の教材よりもより良い映像教

材を作れたという事がいえる。 

同様の作成方法によって、例文、字幕は他の

文法項目の補助教材でも使用できる。また撮影

技法に関しては、対話分や物や場所を指し示す

場面で使用できる  

さらに、今回とりいれたクローズド・キャプ

ションを他の映像教材にもとりいれることによ

って、学習者にとって学習の効果が高まるとい

える。 
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